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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路破砕機又はこれに類したもの用のチゼルホルダであって、ベース部分（１０）が設
けられていて、該ベース部分（１０）が、チゼル受容部（３１）を備えた保持付加部（３
０）を有しており、チゼルホルダの工具送り方向において保持付加部（３０）の前で、突
出部（１５）がベース部分（１０）に接続されている形式のものにおいて、ベース部分（
１０）が、チップブレーカとして形成された結合区分（２０）を有しており、該結合区分
（２０）がベース部分（１０）に一体成形されていて、保持付加部（３０）を起点として
少なくとも部分的に突出部（１５）にわたって延びており、保持付加部（３０）の端部区
分（３４）が、孔として形成されたチゼル受容部（３１）を有しており、さらに端部区分
（３４）が、チゼル受容部（３１）の長手方向中心軸線を中心にしてリング状に延在する
支持面（３３）を有しており、該支持面（３３）が半径方向外側に位置していて、端部区
分（３４）の円筒形領域の寸法制限部にまで延びており、しかも結合区分（２０）が軸方
向において支持面（３３）に対して後退させられて保持付加部（３０）に結合されている
ことを特徴とするチゼルホルダ。
【請求項２】
　結合区分（２０）が工具送り方向において延びている、請求項１記載のチゼルホルダ。
【請求項３】
　結合区分（２０）がウェブ区分（２１）を形成しており、保持付加部（３０）が、ベー
ス部分（１０）を超えて突出する端部区分（３４）を有しており、送り方向に対して直交



(2) JP 4728341 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

する方向に延びるウェブ幅が、該直交方向における端部区分（３４）の寸法よりも小さい
、請求項１又は２記載のチゼルホルダ。
【請求項４】
　結合区分（２０）がウェブ区分（２１）の両側にチップ案内面（２２）を有していて、
該チップ案内面（２２）がウェブ区分（２１）を起点としてベース部分（１０）に向かっ
て広がっている、請求項３記載のチゼルホルダ。
【請求項５】
　結合区分（２０）がスロート形状の移行区分（１８）を介して保持付加部（３０）に接
続されている、請求項１から４までのいずれか１項記載のチゼルホルダ。
【請求項６】
　ベース部分（１０）が突出部（１５）の領域において側部を２つの傾斜面（１４）によ
って画成されていて、両傾斜面（１４）が工具送り方向において互いに向かって矢印形状
に配置されており、結合区分（２０）及び傾斜面（１４）が突出部（１５）の前側の端部
領域において終わっている、請求項１から５までのいずれか１項記載のチゼルホルダ。
【請求項７】
　結合区分（２０）が硬化されている、請求項１から６までのいずれか１項記載のチゼル
ホルダ。
【請求項８】
　結合区分（２０）に少なくとも１つの硬質組成物エレメントが設けられている、請求項
１から７までのいずれか１項記載のチゼルホルダ。
【請求項９】
　結合区分（２０）が円錐形の又は丸く面取りされた切刃形状を有している、請求項１か
ら８までのいずれか１項記載のチゼルホルダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、道路破砕機（Strassenfraesmaschine）又はこれに類したもの用のチゼルホ
ルダ（Meisselhalter）であって、ベース部分が設けられていて、該ベース部分が、チゼ
ル受容部を備えた保持付加部を有しており、チゼルホルダの工具送り方向において保持付
加部の前で、突出部がベース部分に接続されている形式のものに関する。
【０００２】
　このような形式のチゼルホルダはＤＥ４３２２４０１Ｃ２に基づいて公知である。この
公知の構成においてチゼルホルダは差込み付加部を備えており、この差込み付加部でチゼ
ルホルダはベース体の差込み受容部内に交換可能に保持されている。ベース体はフライス
ローラ管（Fraeswalzenrohr）の外周部に固定されている。チゼルホルダの差込み付加部
はベース部分に一体的に接続されている。ベース部分は、差込み付加部とは反対の側に保
持付加部を有している。この保持付加部は孔を備えており、この孔にはシャンクチゼルを
公知の形式で挿入することができる。例えばＤＥ３７０１９０５Ｃ１には可能な取付け状
態が例示されている。
【０００３】
　チゼルホルダの保持付加部には円筒形区分が設けられており、この円筒形区分には、溝
状の凹部として形成された環状の摩耗マーキングが複数設けられている。工具送り方向で
見て保持付加部の前の領域に、ベース部分はエプロン状に形成された突出部を有しており
、この突出部は、差込み付加部のための差込み受容部が形成されたベース体の面を覆って
いる。これによってベース体のこの領域は保護されている。従来技術においては、ベース
体なしに直接フライスローラ管に固定されているチゼルホルダも公知である。
【０００４】
　上に述べたチゼルホルダは、道路破砕機において使用されるが、さらに類似形式の土壌
安定機、採鉱機等のような地面処理機においても使用される。処理される地面の特性に関
連して、機械の入力は変えられる。破砕時に土塊状のチップを形成する傾向のある被覆層
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は、工具に対して大きな抵抗を作用することが分かっている。このようなチップ形状は例
えば、表面層（多くの場合厚さ４ｃｍ）と小口層（Binderschicht）との間に不十分な固
着剤しか存在しないアスファルト層を破砕する場合に生じる。
【０００５】
　本発明の課題は、冒頭に述べた形式のチゼルホルダを改良して、道路破砕機又はこれに
類した機械の切断出力もしくは切断性能（Schneidleistung）を改善することができるチ
ゼルホルダを提供することである。
【０００６】
　この課題を解決するために本発明の構成では、ベース部分が、チップブレーカとして形
成された結合区分を有しており、該結合区分がベース部分に一体成形されていて、保持付
加部を起点として少なくとも部分的に突出部にわたって延びており、保持付加部の端部区
分が、孔として形成されたチゼル受容部を有しており、さらに端部区分が、チゼル受容部
の長手方向中心軸線を中心にしてリング状に延在する支持面を有しており、該支持面が半
径方向外側に位置していて、端部区分の円筒形領域の寸法制限部にまで延びており、しか
も結合区分が軸方向において支持面に対して後退させられて保持付加部に結合されている
。
【０００７】
　チップブレーカによって、発生したチップ、特に大きな土塊を効果的に細かくすること
ができる。これによって被切削物によってチゼルホルダが被る切断抵抗が小さくなり、ひ
いては出力（Leistungsaufnahme）を減じることができる。
【０００８】
　このようにして機械の効率を改善することができる。
【０００９】
　さらに、結合区分を用いて突出部に保持付加部を結合することによって、工具強度を改
善できることが判明している。このことは特に、保持付加部及び／又は突出部が露出して
いる場合ポジティブに作用し、ひいては耐用寿命を延ばすことになる。
【００１０】
　本発明の有利な構成では、結合区分が工具送り方向に延びている。このように構成され
ていると、被切削物に対して小さな進入抵抗しか作用しない切断ジオメトリが得られる。
【００１１】
　本発明の別の構成では、結合区分がウェブ区分を形成しており、保持付加部が、ベース
部分を超えて突出する端部区分を有しており、送り方向に対して直交する方向に延びるウ
ェブ幅が、該直交方向における端部区分の寸法よりも小さい。
【００１２】
　本発明の別の構成では、保持付加部の端部区分が、孔として形成されたチゼル受容部を
有しており、さらに端部区分が、チゼル受容部の長手方向中心軸線を中心にしてリング状
に延在する支持面を有しており、該支持面が半径方向外側に位置するように、端部区分の
円筒形領域の寸法制限部（Abmessungsbegrenzeng）にまで延びており、しかも結合区分が
軸方向において支持面に対して後退させられて保持付加部に結合されている。
【００１３】
　保持付加部の円筒形領域は、ＤＥ１９９０２７６６.８－２４に原理が開示されている
摩耗ゾーンを形成している。
【００１４】
　リング状の支持面には、シャンクチゼルのヘッドが摩耗防止円板を介して支持されてい
る。摩耗防止円板は少なくとも支持面の寸法制限部にまで延びている。これによって摩耗
系（Verscheisssystem）が形成される。工具使用中に、摩耗防止円板は支持面の上で回転
し、円筒形の領域を連続的に除去するもしくは疲弊させる。結合区分が後退配置されてい
ることによって、保持付加部が安定化され、しかも摩耗系は損なわれない。
【００１５】
　連続的なチップ排出を保証するために、本発明の別の構成では、結合区分がウェブ区分
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の両側にチップ案内面を有していて、該チップ案内面がウェブ区分を起点としてベース部
分に向かって広がっており、結合区分がスロート形状（hohlkehlfoermig）の移行区分を
介して保持付加部に接続されている。
【００１６】
　チゼルホルダの切断ジオメトリを最適化するために、本発明の別の構成では、ベース部
分が突出部の領域において側部を２つの傾斜面によって画成されていて、両傾斜面が工具
送り方向において互いに向かって矢印形状に配置されており、結合区分及び傾斜面が突出
部の前側の端部領域において終わっている。前側の端部領域は先細の区分を形成し、この
先細の区分は、特に、フライス作業の行われる地面が粗いチップ状である場合に良好なチ
ップ除去を可能にする。
【００１７】
　チゼルホルダの耐用寿命を最適化するために有利な構成では、結合区分が硬化されてお
り、かつ／又は結合区分に少なくとも１つの硬質組成物エレメントが設けられている。硬
質組成物エレメントとしては例えば、硬質合金を使用することができる。
【００１８】
　良好にチップを破壊するジオメトリを得るために有利な構成では、結合区分が円錐形の
又は丸く面取りされた切刃形状を有している。
【００１９】
　次に図面を参照しながら本発明の実施例を詳説する。
【００２０】
　図１は、チゼルホルダを斜め前から見た斜視図であり、
　図２は、図１に示されてチゼルホルダの側面図であり、
　図３は、図１及び図２に示されたチゼルホルダとベース体と、チゼルホルダに取り付け
られた円形シャンクチゼルとの工具組合せを示す側面図である。
【００２１】
　図１には、ベース部分１０を備えたチゼルホルダが示されている。ベース部分１０は、
下方に向けられた支持面１１を備えた支持部分を有している。この支持部分は送り方向に
おいて突出部１５に移行している。この場合突出部１５は支持部分との間に角度を成して
いる。
【００２２】
　支持部分から突出部１５への移行領域においてベース部分１０には、下方に向かって突
出する差込み付加部１２が一体成形されている。この差込み付加部１２によってチゼルホ
ルダは、ベース体５０の差込み受容部に差し込まれることができる。そしてこの差込み受
容部において差込み付加部１２は緊締されることができる。
【００２３】
　差込み付加部１２の前側のセンタリング面１３及び図２に示された背側の緊締面１２.
１はこの場合支持部として働く。取り付けられた状態においてチゼルホルダはその支持面
１１でベース体５０の対応面に支持されている。突出部１５はベース体５０の段部５１を
覆い、ベース体５０もしくはその段部５１を、削り取られた被切削物（Fraesgut）の摩耗
作用に対して保護する。チゼルホルダのベース部分１０には保持付加部３０が結合区分３
５を介して一体成形されている。この結合区分３５は円錐台形状又はスロート形状のジオ
メトリを有していることができる。保持付加部３０は結合区分３５とは反対側の端部にお
いて、突出した円筒形の端部区分３４において終わっている。この端部区分３４には、保
持付加部３０内に設けられた孔（チゼル受容部３１）の周囲に同心的に延在する２つの摩
耗マーキング３４.１が旋削されている。これらの摩耗マーキング３４.１は、円筒形の端
部区分３４を終える支持面３３の後ろに配置された溝状の凹部を形成している。
【００２４】
　図３から分かるように、チゼル受容部３１には、円形シャンクチゼル（Rundschaftmeis
sel）のシャンク区分を挿入することができる。円形シャンクチゼルは、シャンク区分に
接続してチゼルヘッド４１を有しており、このチゼルヘッド４１は、硬質材料製のチゼル
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先端を有している。チゼルヘッド４１は摩耗防止円板４２を介して保持付加部３０の支持
面３３に支持されている。
【００２５】
　図２から明らかに分かるように、保持付加部３０は円筒形の端部区分３４と丸く形成さ
れた区分３５との間に中間の結合部分３４.２を形成している。この結合部分３４．２は
結合区分２０を用いて突出部１５に一体的に接続されている。
【００２６】
　結合区分２０はこの場合結合部分３４.２を起点として工具送り方向に延びている。結
合区分２０は平らに面取りされたウェブ区分２１を有しており、このウェブ区分２１は、
傾斜したすくい面（Spanflaeche）２２を介して突出部１５の側面１９に移行している。
結合区分２０は連続的に、突出部１５の前面の端部領域に向かって延びている。
【００２７】
　突出部１５を側部における終端面を形成している２つの傾斜面１４もまた、同様にこの
領域において終わっており、その結果結合区分２０と傾斜面１４とによって矢印形状の輪
郭が生ぜしめられる。
【００２８】
　突出部１５は端部領域において丸く面取りされた移行部１６によって終わっている。傾
斜面１４は、丸く面取りされた移行部１７を介して側面１９に接続している。結合区分２
０は、応力最適化の理由に基づきかつ改善されたチップ排出のために、丸く面取りされた
移行区分１８，２３をもって保持付加部３０に接続されている。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】チゼルホルダを斜め前から見た斜視図である。
【図２】図１に示されてチゼルホルダの側面図である。
【図３】図１及び図２に示されたチゼルホルダとベース体と、チゼルホルダに取り付けら
れた円形シャンクチゼルとの工具組合せを示す側面図である。
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